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   平成 26年度がスタートしました。みなさん、お元気ですか。進級、入学、入社など新たな

ステージを迎えた方も多いことでしょう。おめでとうございます。 

  行政や当センターも異動に伴い新たなスタッフを迎え、気持ちも新たに活動しています。 

   本年4月に就任しました八女市役所市民福祉部長、そして八女地区障害者基幹相談支

援センター長よりご挨拶申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

発行責任者：NPO 法人 

八女地区障害者相談支援センター「リーベル」       

 

住所：八女市本町 17-2   電話：0943-22-2610 

 

 

八女市役所市民福祉部長   

兼福祉事務所長 鬼丸一秀                 

                

みなさん、こんにちは。 

4 月 1 日付の人事異動により 

市民福祉部長に就任いたしました鬼丸です。 

 市民福祉部には市民課・福祉課・子育て支援

課・健康推進課・介護長寿課があり、子供から

お年寄り、障害者(児)の方、すべての市民の皆さ

んが生き生きと生活できるようお手伝いをして

います。 

 八女市は、平成 21 年度にしょうがい者施策を

推進する指針として「第 2 期八女市障害者基本

計画」を策定しており、実現に向け更なる関係

部署との連携を推進していかなければならない

と考えております。 

 リーベルは、八女地区障害者基幹相談支援セ

ンターとして、特にしょうがい者(児)やその家族

等の心配ごとの相談や支援を誠実に対応してい

ただき感謝申し上げます。 

 これからも八女市として、しょうがい者(児)

福祉の諸施策の更なる充実に向けて「リーベル」

と連携し、市民の皆様や事業者の皆様と一体と

なって取り組んで参りたいと考えておりますの

で、ご協力をよろしくお願いいたします。 

八女地区障害者基幹相談 

支援センター  リーベル    

センター長  永田啓造    

 

基幹型相談支援事業所として 

生まれ変わった「リーベル」のセンター長に就

任いたしました永田と申します。よろしくお願

いいたします。 

私はこれまで、社会福祉協議会での当事者の

組織化や成年後見、日常生活支援事業といった

仕事に携わってきました。その中で大事にして

きたことは、ひとり一人が個人として尊重され

るということです。 

 さて、今の社会状況を見渡してみると、少子

高齢化などの要因により家族機能が弱まり、支

援を必要とする人たちの孤立化、無縁化が進ん

でいます。 

 リーベルは、それらの人達お一人おひとりの

生活課題に出会うべく積極的に外に出向き、寄

り添いながら、相談援助を続けていきたいと考

えています。加えて、地域の中での暮らしを続

けていくためのシステムを関係機関と連繋し

ながらつくっていきたいと思っています。 

 どうかお気軽におたずねをいただければと

思っております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

八女地区障害者基幹相談支援センター リーベルについて 

みなさん、こんにちは。平成 18 年 10 月に開所した相談支援センター リーベルです。 

昨年 10 月に八女市本町、八女伝統家屋の一角にある白いビルの 1階に移転しました。 

そして、今年 4月からは 「八女地区障害者基幹相談支援センター」として再出発しています。 

ここで、基幹相談支援センターの主な役割についてご紹介します。今後とも宜しくお願いします。 

  基本相談： 

これまで通り、八女地区にお住いの障害者の方々のさまざまなご相談に対応します。  

リーベルには行政から委託をうけた 4 つの相談事業所から専任の相談支援専門員を 

配置しています。 一人で、あるいは家族だけで悩まずに、どうぞご相談ください。 

生活の状況を伺う中で、ご本人がどうしたいのか、これからどのように進めていくのか、 

一緒に考えていきます。関係機関からのご相談にも対応します。 

   

   八女市障害者虐待防止センター 通報窓口：専用受付電話 ０９０－２５８０－０２９４ 

    24 時間、365 日、障害者虐待通報窓口の対応をします。通報、相談があった際は、 

行政と連携をとります。夜間・休日でも専門スタッフが対応します。 

権利擁護支援 :  

    日常生活の中で自分の気持ちを伝え、大切に受け入れられる環境を整えます。 

    そのために必要な情報提供や地域の理解を得るための活動を行います。 

    

地域の相談支援事業所との連携： 

    福祉サービスを利用する際には、サービス等利用計画を作成することになりました。 

    地域には相談支援事業所も増えました。八女地区にあるどの相談支援事業所でも 

    当事者の想いを大切にして一人ひとりの力が発揮できるような計画相談の充実を図り 

ます。相談支援専門員の意見交換や計画の内容を協議する相談支援部会を設置します。 

   地域の関係機関への働きかけ： 

    福祉施設や学校、病院、企業などに、相談支援事業について理解してもらい、当事者や 

    家族が孤立したり、事業所だけで抱え込んでしまったりしないよう働きかけます。 

    そのために、総合支援コーディネーター(1 名)を配置し、取組みます。 

 

  地域自立支援協議会事務局(運営)： 

   八女市、広川町と共に地域の状況について協議、検討していく地域自立支援協議会の 

    事務局として行政と協働し運営します。本年度の分科会は生活・就労・教育に加え、相談 

支援部会を設置。当事者の集いや研修の機会を通して、よりよいネットワークを築きます。 



                                     

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                         

 

 

平成 26 年度 市町村の福祉窓口担当者紹介 
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 中島係長  財津  大塚  鬼丸部長 

中島  小波課長  井手口  近藤 

  仁田原      平島 

馬渡係長  鍋田課長   中島 

丸山 春口係長 今村課長 溝尻 井上 

     前田      西木 

平島    久木原課長   江藤係長 

        山口 

古川  江頭係長   村上 

    向課長    江良 

栗原  江田係長  横溝  高山 

木田課長 

丸山 才所 郷田係長 藤島課長 稲員 井上 吉田 

    鶴法子 川島 坂本課長補佐 靏係長 
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広 川 町 役 場  

皆さん、どうぞ宜しく 

お願いします。 



 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

  

 

 

 

 

 

 

 

☆平成 26 年度リーベル出張相談 

の日程について☆ 

 

[広川町] 役場内 (第 2 火曜) 

5/13,6/10,7/8,8/12,9/9,10/14 

11/11,12/9,1/13,2/10,3/10 

 

[黒木町]  総合支所内 (第 3 火曜) 

5/20,6/17,7/15,8/19,9/16,10/21 

11/18,12/16,1/20,2/17,3/17 

 

[矢部村]  中央公民館内 

7/11,11/14,3/13 

 

[星野村]  そよかぜ内 

5/16,8/22,11/21,2/20 

八女地区障害者基幹相談支援センター リーベル  

スタッフ紹介 

(後列左より)  金納(事務)、三角(総合支援コーディネーター)、 

田島、西原(NPO 法人理事長)、上村、山村 

(前列左より)  牛嶋、西村、永田(センター長)、池嵜、平河 

 

 

「娘と歩んできた道」            大坪豊子（大坪千紗さんのお母様） 

2 歳の頃から入退院を繰り返して過ごしてきた次女の病気を素直に受け入れられたのは長女の同

級生のお母さんの言葉でした。「こぐま学園をたずねてみなさい、きっと何かが変わるから」と。

聞いた事のある病院でしたのですぐに通院しました。お話した事のない人達と触れ合いながら同

じ目標に向かっていく中で、それまで娘から離れず守り抜くのが親としての努めと思っていた私

自身の大きな間違いに気づかされました。すべてが初めての事ばかりで手探り状態での子育てで

した。小学校時代は同じ保育所で過ごした友達からいつも助けてもらい長女の力を借りながら、

通学することができました。 

中学時代は障害に対する不安や心配があったものの色々なグループの活動に参加させ、身体も心

も随分成長しました。2 年生の時に大好きだった祖父の死を受け入れられないで、情緒が安定せ

ずパニックになりやすい日々もありました。 

高校時代は先生との信頼関係を築けず寄宿舎入所を失敗し登校拒否にもなり先が見えず、不安の

毎日でした。 

そんな中「ふるさと」というアットホームな雰囲気の施設と巡り合い、また優しいヘルパーさん

達とも出会い助けて頂き、少しずつ自立に向かって 

前進できるようになりました。今年の春、娘は 24 歳 

になりました。課題はまだ山積みですが、なんとか 

頑張っています。今は、娘を支援して下さっている 

たくさんの方々に感謝の気持ちでいっぱいです。 

皆様本当にありがとうございます。 

                               

＝編集後記＝   今年度は、リーベルスタッフ総勢 10 名です。 

清水町商店街から移転して早 8ヶ月が過ぎました。こちらでも 4月から隣組に加入して、これま

で通り地域のみなさんと一緒に取り組んでいきます。どうぞ宜しくお願いします。 

 

 

 


